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文書 は、本斉Jの使用前 に必ずお読みください。

う、大切に保管してください。

●炎症の過程

皮ふは私たちの身体の最も外側にあり、外界からの様々な刺激や生体に障害を与

えるアレルギー物質や細菌などの侵入を防いでいます。しかし、角質層が荒れて皮

ふの防御機能が低下すると、しつしんや皮ふ炎などの炎症が起こりやすくなります。

炎症とは生体防御反応で、侵入した異物を生体内から排除する腱 炎期」と、傷つ

しヽた組織を正常な状態に戻す川賜団畷」があると考えられています。

皮ふの状態を正常に戻すためには、炎症に伴う痛みやかゆみなどの有害な症状を

抑えながら、適切に回復させることが重要です。

ダイアフラジンA軟膏の特徴
◎抗ヒスタミン剤であるソフェンヒドラミンが、かゆみの発生を抑

えます。

◎肝油(魚油)由来のビタミンA油が荒れた角質層を回復させて新

陳代謝を高め、肌をなめら力ヽこします。

◎グリチルレチン酸が患部の炎症を抑えます。

△ く使用上の注意>

幽相談すること
(1)次の人は使用前に医師、薬剤師または登録販売者に相談してくだ
さい。

1)医師の治療を受けている人。
2)薬などによリアレルギー症状(例えば発疹・発赤、かゆみ、かぶれ

→ を起こしたことがある人。
3)湿潤やただれのひどい人。

(2)使用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるの
で、直ちに使用を中止し、この文書を持つて医師、薬剤師または登
録販売者に相談してください。

関係部位 症  状
皮ふ 発疹・発赤、かゆみ、はれ

(3)5～6日 FB5使用しても症状がよくならない場合は使用を中止し、この

文書を持つて医師、薬剤師または登録販売者に相談してください。
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く効能。効蛉
しつしん、皮ふ炎、かゆみ、かぶれ、ただれ、あせも、虫さされ、しもやけ、じん
ましん

く用法。用野
1日数回、適量を患部に塗布する。
◎用法・用量に関連する注意

婚懺趙鰊靱 Mi
受けてください。
4)本剤|よ外用にのみ使用し、内服しないでください。

く成分・分量>o oog中 )
ジフェンヒドラミン………̈ ……̈ …………●̀̈ …̈10g
ビタミン馬由(肝油類)・………………………….5.Og

(レチノールノウレミチン酸エステルとして200.0001U)
グリチルレチン酸¨̈ …̈…・・…………・・…………・05g
添加物として流動パラフイン、ミリスチン酸イソプロピリレ、セタノール、パラベ

ン、香料、グリセリン、オレイルアルコール、ショ糖脂肪酸エステル、ステアリン

酸ポリオキシル、ヒアルロン酸Na、 ハッカ油を含有する。

◎成分
蹴
に
理彗騒3≧蘇特有の鶯由臭が感じられることがありますが、こ利ま

鶯自由来のビタミンA油によるものですので、ご安心のうえご使用ください。

<511魏
驀裔鰈鰤襴酬:

(3)使用期限をすぎた製品は使用しないでください。

(4)」呪の手の届かない所に保管してください。

(51チュープの□を開けた後、すみや力ヽこご使用ください。

本品についてのお問い合わせは、お買い求めの店、または下記にお願いしま丸

内外薬品株式会社 お客様相談窓口 富山県富山市二番町 3-10
8076(421)5531 受付時間 9:00～ 17:00(土 、日、祝日を除く)

ρ
¨

発売元

内外 薬 品株 式 会 社

富山県富山市三番m」3-10
8076(421)5531

製造販売元

東 光 薬 品 工 彙 株 式 会 社

東京都足立区新02丁 目16番23号

|―

ダイアフラブツAナンコウテンプフ'ツショ


